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99年元旦、日王山初日の出ハイキングにて 

こあんない 
(P2~3 ） 成人式 

(P4 -7 ） まちのわだい 

(P8 -'9） こんにちは保健婦です 

(PlO'-' 11） みんなのひろば 

(P12'-'15） 暮らしのインフオメーション 

くy 
福岡県金田町 



成人式 

二十歳の門出、成人として晴れの日を祝う成人式！ 

平成1 1年の金田町成人該当者は、118人でその内のワ6人が出席して、式が行わ 

れました。 

晴れ姿で集まった二十歳のみなさん達、いろいろな所で会話がはずんでいました。 

式は、1時間少々でとどこおりなく終わり、記念写真を撮ったあと、記念植樹を 

しました。その後は別室にて、お酒ぬきの懇親会が開かれ、同窓会を行っているよ 

うな雰囲気となり、久しぶりの友人との会話や、中学校恩師の先生方を取り囲んで 

の、思い出話などなごやかな懇親会となりました。 

成人おめでとう。みなさん、これからは立派な社会人としての責任を自覚し、 

社会で活躍されることを期待します＃ 

お酒ぬきの懇親会！! 

それでも、久しぶりに会った友人と 

会話がはずみました。「今、お前どう 

しょんか？」、「俺か、今 で働き 

よんたい上「この後どうするんか？」 

 と、いった具合に＃ 

尾元先生による乾杯！! 

記念植樹は僕たちがやります！! 

・・・と名乗り出たのが、 

原口恭平さん 

高橋龍也さん 

松岡孝仁さん の3人でした。 

祝辞 

来賓として中学」 ， 

師の桑野先生が祝辞の 

挨拶をされました。 

成
人
該
当
者
名
簿
（
敬
称
略
）
 

昭
和
五
十
三
年
四
月
二
日
5
昭
和
五
十
四
年
 

四
月
一
日
生
ま
れ
 

《一 

区》 

松
岡
孝
仁
 

中
村
千
春
 

仲
島
和
弘
 

永
末
 

円
 

田
中
景
子
 

岡
崎
由
香
 

持
丸
恵
子
 

谷
口
尊
幸
 

《四 

区》 

佐
藤
恵
利
香
 

児
玉
直
子
 

米
家
絢
子
 

馬
場
啓
子
 

中
村
克
也
 

平
田
麻
美
 

山
下
章
子
 

峯
岡
 
淳
 

全一 

区》 

《五 

区》 

川
口
克
也
 

浦
野
誠
二
 

吉
田
泰
之
 

黒
田
祐
巳
子
 

井
手
本
奈
々
 

大
井
克
彦
 

塩
満
隼
人
 

河
端
祐
一
 

《七 

区》 

井
戸
公
治
 

中
村
知
子
 

横
山
有
紀
子
 

植
高
裕
子
 

吉
田
雄
功
 

日
野
陽
子
 

平
島
喜
子
 

大
井
静
香
 

若
林
直
子
 

辰
島
明
日
香
 

藤
本
明
日
香
 

田
口
政
幸
 

堀
田
文
章
 

吉
田
 
綾
 

若
林
昌
子
 

上
野
寛
之
 

吉
田
め
ぐ
み
 

山
下
真
吾
 

佐
竹
健
太
 

浦
田
 
百一 

《三 

区》 

坂
口
恵
美
 

田
村
聡
子
 

荒
牧
 
敦
 

大
井
慎
介
 

原
口
恭
兵
 

上
野
 
瞳
 

香
月
 
喬
 

大
島
洋
平
 

岩
井
玲
子
 

池
田
美
穂
 

永
松
り
え
 

佐
々
木
弘
子
 

冨
安
美
香
 

岡
崎
嘉
雄
 

岩
崎
佳
子
 

山
口
光
子
 

前
田
真
吾
 

前
田
佐
家
加
 

中
村
優
也
 

菖
田
秀
士
 

萩
尾
鷹
美
 

尾
形
智
江
 

萩
尾
静
香
 

全ハ 

区》 

若
林
 
敬
 

（
旧
性
 

井
戸
）
 

元
村
正
雄
 

渡
辺
淑
恵
 

高
橋
龍
也
 

近
藤
家
充
 

木
村
泰
輔
 

槍
垣
 
猛
 

西
村
実
紀
 

松
岡
美
雪
 

中
川
郁
子
 

毛
利
 
渚
 

水
上
暢
子
 

古
屋
美
和
子
 

井
上
 

梢
 

金
光
美
樹
 

《十 

区》 

吉
田
 

翼
 

《ハ 

区》 

《
十
一
区
》
 

大
島
祐
介
 

小
池
勝
之
 

大
島
美
香
 

小
里
 
茜
 

川
野
賢
治
 

大
ヲ
雄
子
 

春
永
修
司
 

林
 
美
喜
 

《
十
二
区
》
 

嶋
野
裕
子
 

有
藤
義
行
 

須
藤
寿
明
 

和
田
裕
美
 

《
十
三
区
》
 

星
野
智
子
 

辰
島
康
太
 

江
田
知
慶
 

木
戸
真
介
 

江
田
十
詩
枝
 

仲
谷
麻
美
 

（
旧
性
 

大
井
）
 

森
野
誠
太
郎
 

得
丸
さ
お
り
 

堀
田
佐
智
子
 

北
川
健
司
 

松
本
美
穂
 

皆
川
奈
美
 

西
村
由
美
 

岩
永
晃
和
 

吉
武
真
次
 

高
田
秀
和
 

植
高
さ
と
み
 

安
方
大
輔
 

浦
野
友
香
理
 

鈴
木
 
優
 

山
崎
か
ほ
る
 

《九 

区》 

森
下
錬
二
郎
 

貞
団
 
忍
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消
防
出
初
式
表
彰
者
（
敬
称
略
）
 

●
福
岡
県
知
事
表
彰
 

永
年
勤
続
功
労
賞
 

植
高
信
春
 
永
末
 
薫
 
益
野
秀
文
 

●
福
岡
県
消
防
協
会
長
表
彰
 

優
良
消
防
団
員
表
彰
 

堀
池
弘
幸
 
罵
田
英
志
 
森
野
和
彦
 

福
田
豊
徳
 
植
高
直
道
 
竹
宗
進
造
 

相
原
 
勲
 

永
年
勤
続
消
防
団
員
表
彰
 

10 

年
 

平
元
 
積
 

平
島
俊
英
 

15 

年
 

和
田
 

等
 

松
山
業
治
 

20 
年 

消防出初式 

、 
野
田
敏
行
 

坂
田
政
敏
 

永
末
 
薫
 

益
野
秀
文
 

植
高
信
春
 

福岡県知事表彰 
永年勤続功労賞を 

代表で受け取る 
植高信春さん 

25 
年
 

浦
野
市
郎
 

30 

年
 

吉
田
武
人
 

35 

年
 

内
野
長
一
 

45 

年
 

桑
野
裕
俊
 

親
子
消
防
団
員
表
彰
 

和
田
 

等
 

和
田
智
幸
 

若
林
岩
雄
 

若
林
友
克
 

●
田
川
郡
消
防
支
部
連
合
会
長
表
彰
 

優
良
団
員
表
彰
 

堀
田
博
次
 

森
野
秋
人
 

●
町
長
表
彰
 

田
村
一
人
 
矢
野
義
隆
 
矢
島
幸
市
 

平
島
時
秀
 
桑
野
直
規
 
益
野
秀
文
 

荒
木
直
人
 

平成11年下田川四カ町連合消防出初式が、金田町ふ 

れあいスポーツ公園多目的グラウンドで、1月10日に行 

われました。 

式は、下田川四カ町より490人が参加して行われ、人 

員服装点検、機械器具の点検、分団ごとに分かれての行 

進などが行われたあと、表彰状の授与がありました。 

表彰された方はつぎのとおりです。 

ど
ん
ど
焼
き
 

ー
年
間
の
無
病
息
災
を
祈
願
 

す
る
『
ど
ん
ど
焼
き
』
が
、
ー
 

月
 17 

日
に
神
崎
一
地
区
と
福
丸
 

地
区
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
公
民
館
 

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

神
崎
一
地
区
で
は
朝
か
ら
、
 

子
ど
も
会
や
地
域
の
み
な
さ
ん
 

が
集
ま
り
餅
つ
き
が
行
わ
れ
、
 

昼
食
を
し
た
あ
と
に
、
『
ど
ん
と
 

焼
き
』
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

ま
た
、
福
丸
地
区
で
は
、
タ
 

刻
5
時
か
ら
ー
年
間
の
無
病
息
 

災
を
祈
願
し
『
ど
ん
ど
焼
き
』
 

が
お
こ
な
わ
れ
、
地
域
の
み
な
 

さ
ん
の
手
づ
く
り
の
ダ
ゴ
汁
や
 

お
に
ぎ
り
な
ど
の
タ
食
を
と
り
 

ま
し
た
o
 

」麟 

各
地
区
で
行
わ
れ
て
い
る
 

『
ど
ん
ど
焼
き
三
 
地
域
の
交
流
 

や
親
睦
を
は
か
る
な
ど
の
活
性
 

化
の
た
め
に
、
竹
の
や
ぐ
ら
づ
 

く
り
や
、
食
事
の
準
備
な
ど
い
 

ろ
い
ろ
と
忙
し
か
っ
た
こ
と
と
 

思
い
ま
す
。
 

集
ま
っ
た
人
の
な
か
に
は
、
 

今
年
初
め
て
参
加
し
た
と
い
う
 

方
も
い
ら
っ
し
ゃ
っ
て
、
『
ど
ん
 

ど
焼
き
』
が
定
着
し
て
き
て
い
 

る
様
子
が
う
か
が
え
ま
し
た
。
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あなたの身近な出来事、地区の話題など 

どしどしお寄せください。お待ちしています。 

連絡は、広報担当（公22-0556）まで。 
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初
日
の
出
 

元
旦
早
朝
、
午
前
5
時
 45 

分
に
、
ふ
れ
 

あ
い
塾
に
集
ま
っ
た
家
族
連
れ
や
、
老
若
 

男
女
約
2
0
0
人
が
集
ま
り
、
日
王
山
初
 

日
の
出
ハ
イ
キ
ン
グ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

今
年
は
、
晴
天
に
恵
ま
れ
気
温
も
あ
た
 

た
か
く
、
午
前
6
時
の
暗
闇
の
中
、
山
頂
 

へ
向
け
て
懐
中
電
灯
を
片
手
に
、
リ
ユ
ツ
 

ク
の
中
に
は
力
メ
ラ
を
入
れ
出
発
し
ま
し
 

た
。
山
頂
へ
た
ど
り
着
い
た
の
は
、
ま
だ
 

薄
暗
い
7
時
前
、
待
つ
こ
と
 15 

分
5
 20 

分
 

少
々
、
辺
り
は
だ
ん
だ
ん
明
る
く
な
り
、
 

朝
焼
け
に
輝
き
は
じ
め
た
山
々
よ
り
顔
を
 

出
し
た
太
陽
は
ま
ぶ
し
く
、
今
年
の
明
る
 

い
幕
開
け
を
予
感
さ
せ
る
ほ
ど
輝
い
て
い
 

ま
し
た
。
 

J
 

山
頂
で
は
、
記
念
撮
影
を
終
え
た
あ
と
、
 

力
メ
ラ
に
よ
る
日
の
出
の
記
念
撮
影
や
、
 

家
族
の
記
念
写
真
を
撮
る
人
な
ど
で
に
ぎ
 

わ
い
ま
し
た
。
 

下
山
後
に
は
、
ふ
れ
あ
い
塾
を
支
え
る
 

会
の
み
な
さ
ん
に
よ
る
ぜ
ん
ざ
い
や
、
か
 

っ
ぽ
う
酒
な
ど
が
ふ
る
ま
わ
れ
、
初
日
の
 

出
く
じ
抽
選
会
が
行
わ
れ
た
あ
と
、
み
な
 

さ
ん
に
ゆ
っ
く
り
と
＜
つ
ろ
い
で
い
た
だ
 

き
ま
し
た
。
 

町
内
外
か
ら
集
ま
っ
た
み
な
さ
ん
、
大
 

変
満
足
さ
れ
て
い
た
だ
け
た
様
子
で
、
 

「
来
年
も
家
族
連
れ
で
、
ぜ
ひ
、
参
加
し
 

た
い
」
と
、
好
評
で
し
た
。
 

ま
だ
、
参
加
し
た
こ
と
が
な
い
と
い
う
 

方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
ら
、
来
年
こ
 

そ
は
、
い
か
が
で
し
ょ
う
か
＃
 

り
暮
ら
し
の
お
年
寄
り
に
 

（
手
打
ち
ソ
バ
を
）
 

12 

月
 29 

日
に
、
独
り
暮
ら
し
を
さ
れ
て
い
る
お
年
 

寄
り
の
方
に
食
べ
て
も
ら
お
う
と
、
金
田
町
総
合
会
 

館
で
、
ふ
れ
あ
い
塾
を
支
え
る
会
と
金
田
町
民
生
児
 

童
委
員
の
み
な
さ
ん
と
役
場
職
員
の
 30 

数
人
が
集
ま
 

り
、
手
打
ち
に
よ
る
ソ
バ
打
ち
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

な
か
に
は
、
ソ
バ
打
ち
に
手
慣
れ
た
方
も
い
れ
ば
、
 

今
回
が
初
め
て
と
い
う
方
も
い
ま
し
た
が
、
支
え
る
 

会
の
ソ
バ
打
ち
名
人
の
指
導
に
よ
り
、
き
れ
い
な
ソ
 

バ
が
打
ち
上
が
り
、
で
き
あ
が
っ
た
ソ
バ
は
、
翌
日
 

に
独
居
老
人
1
7
2
人
宅
に
、
配
ら
れ
ま
し
た
。
 

ぐ
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大
頭
領
と
角
助
・
茂
平
の
兄
弟
 

谷
茂
平
 
そ
の
三
 

田
川
に
中
央
の
大
手
資
本
が
入
る
よ
う
に
な
っ
た
明
 

治
中
期
以
降
、
経
験
の
な
い
坑
主
や
銀
主
が
炭
坑
の
経
 

営
者
に
な
っ
た
場
合
、
石
炭
採
掘
の
技
術
と
経
験
を
持
 

ち
坑
夫
を
統
率
す
る
力
の
あ
る
者
を
雇
い
入
れ
て
一
切
 

の
運
営
を
任
せ
て
い
た
。
こ
の
任
さ
れ
た
者
を
大
頭
領
 

と
云
っ
た
。
 

大
頭
領
に
は
侠
客
型
と
実
務
型
の
者
、
そ
の
両
面
を
 

持
っ
た
者
が
居
て
草
創
期
に
は
必
要
な
人
で
あ
っ
た
。
 

大
頭
領
は
坑
夫
を
住
ま
わ
せ
る
納
屋
の
運
営
を
行
い
 

自
己
の
収
入
増
も
は
か
っ
て
い
た
。
補
佐
役
に
副
頭
領
 

を
置
き
、
仕
事
の
分
担
上
、
坑
内
頭
領
、
悼
取
頭
領
、
 

水
方
頭
領
を
置
い
て
石
炭
採
掘
の
仕
事
を
し
て
い
た
。
 

独
身
の
者
は
大
納
屋
に
、
家
族
持
ち
は
小
納
屋
に
住
ま
 

わ
せ
て
、
現
場
で
働
く
全
て
の
労
働
者
を
支
配
下
に
置
 

き
、
そ
の
生
活
権
ま
で
握
っ
て
い
た
。
 

頭
領
が
坑
夫
に
対
す
と
き
は
、
力
と
貫
禄
、
豪
放
不
 

覇
、
伊
達
男
と
し
て
対
処
し
て
い
た
。
 

頭
領
が
坑
夫
を
呼
び
寄
せ
る
と
き
は
頭
領
の
人
徳
を
 

持
っ
て
呼
び
寄
せ
、
不
況
で
解
散
す
る
と
き
は
頭
領
の
 

威
力
で
去
ら
せ
る
。
新
し
い
炭
坑
が
出
来
て
坑
夫
を
募
 

集
し
て
も
集
ま
ら
ず
、
又
、
解
散
し
て
も
坑
夫
が
な
ん
 

く
せ
を
付
け
て
去
ら
な
い
時
は
恥
辱
と
な
る
こ
と
か
ら
 

必
然
的
に
伊
達
男
、
仁
侠
の
世
界
に
な
っ
て
く
る
。
 

明
治
三
十
一
年
十
二
月
、
香
春
の
「
フ
イ
ゴ
祭
」
の
 

と
き
、
糸
飛
炭
坑
と
中
津
原
炭
坑
の
納
屋
頭
や
坑
夫
一
一
一
 

十
数
人
が
乱
闘
す
る
事
件
が
発
生
し
た
。
双
方
の
坑
夫
 

が
鉄
砲
、
刀
、
竹
槍
な
ど
の
凶
器
を
持
ち
、
ダ
イ
ナ
マ
 

イ
ト
を
爆
発
さ
せ
る
な
ど
の
不
穏
な
状
態
が
続
い
た
。
 

警
官
八
十
数
人
が
鎮
圧
に
向
か
っ
た
が
聞
き
入
れ
ず
、
 

暴
徒
と
化
し
た
坑
夫
は
沈
静
し
な
か
っ
た
。
 

警
官
の
呼
び
か
け
に
も
応
じ
な
か
っ
た
暴
徒
を
鎮
め
 

た
の
は
、
明
治
赤
池
採
炭
坑
の
大
頭
領
・
松
岡
陸
平
と
 

田
川
採
炭
坑
の
大
頭
領
・
藤
井
多
吉
で
あ
っ
た
。
こ
の
 

と
き
の
様
子
を
「
筑
豊
鉱
山
誌
」
に
は
「
田
川
は
一
般
 

坑
夫
の
風
俗
が
凶
暴
に
し
て
、
喧
嘩
、
闘
争
な
き
日
は
 

な
く
、
警
察
権
も
及
ぶ
能
は
ざ
る
事
多
」
つ
し
」
と
記
し
 

て
い
る
。
 

このコーナーは、町の商店を紹介して、知ってためになる暮らしの 

ワンポイントや、お得なサービスを提供していただくコーナーです。 

店主の田島英彦さんにお話を伺いました。 

●藤村酒店のモットーは？ 
地域に密着した経営を行うこと。それが藤村酒店 

のモツトーです。 
当店のある赤池町上野は、スーパーまで車で1 0 

分、歩くと30 分はかかります。どんなに車社会が 

発達したとはいえ、ちょっとした食料品や飲み物を 

いちいち車に乗って買いに行くのは大変なのです。 

縁あって当店の店主になりましたが、藤村酒店も 

私で3代目。お客様も代々にわたって・・・と言う会社 

やご家庭がほとんどです。大々的な品揃えという訳 

にはいきませんが、日常のちょっとした食料品・酒 

類やジュース類・たばこ・雑貨など、地域の方にと 

って便利な店であり続けたいと思っています。 

●普段はどのような仕事を？ 

毎朝5時に市場に仕入れに行きます。ここ半年ほ 

ど、 5 歳になる次女が毎朝付いてくるので張り合い 

があります。 8時に帰ってきて午前中はお得意さん 
への納品。午後からは店舗整理・自販機の補充を主 

に。午後の5時頃からお仕事帰りの常連さんが角打 

ちをして行かれます。 
その他ビールやジュースの配達など、だいたい― 

日中走り回っていますね。 

●業界の流れは？ 

~ 酒類販売は、ティスカウントかコンビ二かの二つ 

ぐ方向に分かれています酒類の出荷量自体はあま 

今月は赤池町（東金田）の 

「藤村酒店」さんを紹介します。 

り景気に左右されないのですが、競争激化による経 

費増大で、利益率はどの店も大幅に落ちています。 
とはいえ、価格なり営業時間なりでお客様に―層 

のサービスを提供するのは商売の本道。当店でも近 

い内にコンビ二化をはかり、より利用しやすい業態 

にしようと考えています。 

●プライベートの時には何を？ 

ソフトボール・ゴルフ・釣りと趣味は多いのです 

が、今のところは元気な子供達に振り回されて家族 

サービスで手一杯です。7歳を先頭に娘三人。2月 

には4人目の娘が生まれるので、こうなったら女子 

バレーのチームができるまで頑張ろうと家内と冗談 

を言ったばかりです。 
生まれ故郷である金田町で、商工会青年部の他、 

保育園の父母の会や小学校のPTAなどでも活動さ 

せていただいてます。 

●知って得するワンポイントテクニックを 

ビールは空気の乾燥する冬こそが美味しいと言う 

人もいます。寒い時期ではありますが、部屋を暖か 

くしてビールの爽快なのどごしを楽しんではいかが 

でしょうか？ 
その時に、例えば上野焼などの陶器のビアカップ 

を使うと、泡立ちがきめ細かく、もっと美味しく楽 

しむことができますよ。 

●読者に何かサービスを 

ご法事やパーティなどイベントごとには飲み物は 

欠かせません。とはいえいろんな準備で忙しい時に 

買い出しも大変。そこで当店では、いつでもどこで 

も宅配をさせていただきます。 
ビールでもジュースでも、日時と数量をご指示下 

さい。ご指定の時間帯にお届けさせていただきます。 

次回は連載・紹店街の裏話、 

[making of 紹店街」 をお届けします。 

当時の鉄道の様子 
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